










































（1） Look how far we’ve come.
We’re at a crossroads.
We’ll just have to go separate ways.
We can’t turn back now.
It’s been a long, bumpy road.
This relationship is a dead-end street.
We’re just spinning our wheels.
















の写像であると定義される（Lakoff 1987, 1993）。例えば LOVE IS A JOURNEYという概念メタ
ファーは、Kövecses（2010）によると下記のような写像である。
Source: JOURNEY        　 　　Target: LOVE
the travelers   ⇒  the lovers
the vehicle   ⇒  the love relationship itself
the journey   ⇒  events in the relationship
the distance covered     ⇒  the progress made




the obstacles encountered ⇒  the difﬁculties experienced
decisions about which way to go ⇒  choices about what to do




























（2） a. 心が揺れる （A）　b. 心が折れる （A）　c. 冷たい心 （A）　d. 心が重くなる （A）  
















（3） a. まっすぐな心 （A）　b. ねじ曲がった心 （A）　c. ゆがんだ心 （A）　d. きれいな心 （A）  
　　e. 汚れた心 （A）　f. 心の乱れ （A）　g. 明るい心 （A）　h. 暗い心 （A）　 i. 大きな心 （A）
















（5） a. 温かい心 （A）　b. 冷たい心 （A）　c. 冷えた心 （A）　d. 熱い心 （A）　e. 心が水をかけた
ように冷たく冴え返る （B）　f. 心が凍る （B）
（6） a. 心が軽くなる （A）　b. 心が重い （A）　c. 心が軽い （A）　d. 鉛のように重い鈍い心 （B）

















































（12） a. 心の内側 （A）　b. 心を見透かす （A）　c. 心を見通したように （A）　d. 心の奥 （A）　
　　e. 心の中 （A）　f. 心の深層 （A）　g. 心の底 （A）　h. 心の奥底 （A）　i. 心に注ぎ込まれる
　　知識の光明 （A）　j. 凍えた心に温かい息吹を注ぎ （A）　k. 心が満たされる （A）　l. 心中
ひそかに喜ぶ （B）　m. 内心やたらに腹を立てる （B）　n. 心が悲しみで一杯 （B）　o. 心









（13） a. 心中ひそかに喜ぶ （B）　b. 内心大いに腹を立てる （B）　c. 心が悲しみで一杯 （B）　
　　d. 内心恥ずかしく思う （B）　e. 心の内で好く （B）　f. 内心悔しさが漲る （B）　g. 心の中













（14） a. 心の扉 （A）　b. 心のドア （A）　c. 心の柱 （A）　d. 心の窓 （A）　e. ストレスや自我の
歪みが増大、やがては魔性となって心の中に住みつく（A）　f. 心を開く（A）　g. 心を















（15） a. 心が痛む （A）　b. 心の傷を癒やす （A）　c. 心の病 （A）　d. 心の健康 （A）　e. 心の休息 
（A）　f. 心の糧 （A）　g. 心の栄養 （A）　h. 心の成長 （A）　i. 心を育む （A）　j. 心をかき
むしる （A）　k. 心の垢 （A）　l. 心から生まれた美しい言葉 （A）　m. 対立と抗争は、疑







（16） a. 心が晴れる （A）　b. 晴れ晴れした心地 （B）　c. 心が曇る （A）　d. 心を覆う厚い雲 （A）
　　e. 暗雲が晴れた心境 （A）　f. 自分の心を覆っていた霧が払われていく （A）　g. 心の中は
　　どしゃぶり （A）　h. 心の天気は不安定で、梅雨空の心には静かな雨が降っている （A）　














（17） a. あなたの心に浮かぶもの （A）　b. 何かしこりのようなものが、深く重く心の底に沈
んでいる （A）　c. ローマの永遠性を信じる気持と末期感とはからみあい、両々あいま
ちながらローマ人の心の底に沈殿してゆく （A）　d. 心が凍る （A）　e. 心が喜びで波う










（18） a. 牡丹見て深く心に写したり （A）　b. 〈想〉は、事物の像を心の中に写し取り、それに
名言をほどこすことである （A）　c. 感覚や感情というものは、心に映った物の影なので




















（22） a.《心は容器》 　b.《心は建物》　 c.《心は人》
































Johnson, Mark （1987）. The body in the mind: The bodily basis of meaning, imagination, and reason. 
Chicago and London: University of Chicago Press.
Kövecses, Zoltán （1986）. Metaphor of anger, pride, and love: A lexical approach to the structure of 
concepts. Amsterdam and Philadelphia: John Benjamins Publishing Company.
Kövecses, Zoltán （2010）. Metaphor: A practical introduction （2nd ed.）. Oxford and New York: 
Oxford University Press.
Lakoff, George （1987）. Women, fire, and dangerous things: What categories reveal about the mind. 
山形県立米沢女子短期大学紀要　第52号
－ 20 －
Chicago: University of Chicago Press.
Lakoff, George （1993）. The contemporary theory of metaphor. In Andrew Ortony （Ed.）, Metaphor 
and thought （2nd ed.） （pp.202-251）. Cambridge: Cambridge University Press.
Lakoff, George and Mark Johnson （1980）. Metaphors we live by. Chicago and London: University of 
Chicago Press.
中村明（編）（1993）.『感情表現辞典』東京:東京堂出版.
佐藤信夫 （1992）.『レトリック感覚』東京 : 講談社 .
新村出（編）（2008）.『広辞苑　第六版』東京 : 岩波書店 .
鷲見幸美 （2010）.「日本語の歌詞に見る「心」の概念化」松下千雅子・エドワード・ヘイグ・
杉村泰（編著）『戯れのテクノロジー』名古屋 : 名古屋大学大学院国際言語研究科 , pp. 
73-80.
谷口一美 （2003）.『認知意味論の新展開　メタファーとメトニミー』東京 : 研究社 .
辻幸夫 （2003）.「第 1章　認知言語学の輪郭」辻幸夫（編）『認知言語学への招待』東京 : 大
修館書店 , pp.3-16.
梅本堯夫・大山正（編著）（1992）.『心理学へ招待　こころの科学を知る』東京 : サイエンス社 .
使用コーパス
国立国語研究所『現代日本語書き言葉均衡コーパス　少納言』
